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研究の概要 

 

本研究は、道路交通騒音の実態を高精度に把握し、将来の規制や対策の効果を科学的根拠をもって予測

可能とする基盤を構築することを目的とする。近年、駆動力の電動化の進展や車両構造の多様化により騒音

源特性が変化しており、既存の予測モデルでは精度不足が指摘されている。また、背後地や複雑な道路構造

を考慮した広域的評価の必要性も高まっている。本研究では、神奈川大学、東京大学、九州大学、名城大

学、日本大学が連携し、実験・解析・AI 技術を統合することで行政ニーズに即応可能な新しい枠組みを提示

する。 

サブテーマ１では、実際に即した音源特性による任意地点の道路交通騒音の高精度な予測評価を実現す

るため、パワートレイン騒音およびタイヤ路面騒音を個々に計算できる音源モデルを構築し、特に大型車両に

ついては点音源近似の妥当性やタイヤ路面騒音の発生メカニズムの解明による予測技術の高度化を行う。

研究期間の各年度に複数地点で実態調査を行い、予測結果との比較を通じて精度を向上させ、結果を速や

かに行政へ提供する。サブテーマ２では、この音源モデルを適用し、GIS（Geographic Information 

System）と連携した効率的かつ高精度な騒音マップ作成技術を開発する。これにより、環境基準達成率の

面的評価が、従来の実測に基づく作業に比べて短期間で行うことを可能とする。サブテーマ３では、AI を用

いた音源分離計測技術を開発し、タイヤや交換用マフラー騒音の寄与を推定可能とする。交通研の施設を利

用したテストコース実験はサブテーマ１・２と連携して実施し、データを共有・活用する。 

これらの成果を統合し、毎年度、最新の規制導入効果を複数地点で検証・予測して行政へ提示すること

で、将来のシナリオ検討に資する科学的基盤を確立する。 
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研究の全体概要図 
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